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一
、
本
会
は
大
坂
漢
文
学
会
と
称
す
る
。

ニ
、
本
会
は
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

一
日
一
、
本
会
の
会
員
は
友
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
回
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
一
々
員
で
あ
っ
て
参
加
を
希
望
す
る
者

2
、
そ
の
他
人
会
を
希
望
す
る
者

回
、
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通
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。
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に
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た
る
0

2
、
委
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本
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の
庶
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・
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・
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る
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